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研究成果の概要： 
 本研究では，がん罹患・死亡データから特に全国規模のデータに着目し，それを解析するた
めの手法の開発を行った．ロジスティック回帰モデルとモデル選択規準量を用いて，全国罹患
数推計に関して，登録の完全性を補正する方法を構築し，現在の報告値が 20～30％ほどの過小
評価である可能性を指摘した．また，生命表の考え方を用いて，がん罹患・死亡生涯リスク確
率を推定し，男性の 2 人に 1 人が，女性の 3 人に 1 人ががんに罹患するという結果を得た． 
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１．研究開始当初の背景 
 日本における，がん罹患・死亡データの中
でも全国規模のものにおける活用について
考える．その中でも特に統計的な手法に着目
した．罹患・死亡データの活用については，
日本の死亡データは人口動態統計により，非
常に精度が高いものが得られている半面，罹
患については，地域がん登録を基にした推定
値であり，完全性や即時性の問題が指摘され
ている．このような背景から，死亡データに
ついては様々な解析がなされている反面，罹
患データについては，あまり注目を浴びてい
ないのが現状である．また死亡データについ
ても諸外国の解析手法を調査し，その適用や，

日本独自の手法の開発が必要である．なぜな
ら，がんには国際差があるからである． 
 数理モデルでカバーできる範疇として，ま
ずは罹患については，登録の完全性に関する
補正がある．全国推計値が現時点で 20％程の
過小評価の可能性があると指摘されている
が，それは経験則である．そこで妥当な数理
モデルを構築することにより，実際にどの程
度の過小評価であるのかを予想する必要が
ある． 
 次にがん罹患報告が約 5年遅れであるとい
う即時性の問題がある．がん対策に用いるデ
ータに大きなタイムラグが発生するのは問
題であるが，数理的には短期予測により現状
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を把握することが可能である．従って，短期
予測の手法に関して様々な考察を行うこと
が必要である． 
 最後に，がんのリスクを一般的に分かりや
すい指標で公表することには，大きな意義が
ある．その指標の構築には数理的な背景が必
要である．現時点で国際的に用いられている
指標は，生命表の考え方を用いた生涯リスク
である．日本においても，この指標を算出・
公表することにより，がんのリスクが分かり
やすい形になることが期待される． 
 これらのような現状を踏まえ，全国規模の
がん罹患・死亡データが持つ問題点を，数理
的なアプローチで改善し，適切な形で公表す
るのが本研究の役割である．その結果は，効
果的ながん対策を画策する基本資料となる
ことが期待される． 
 
２．研究の目的 
 本研究は，日本における「がん」に関して
得られたデータを，いかにして解析し公表す
るのが妥当なのか，その解析方法を数理的な
視点から探索することを目的としている． 
 全国規模のデータに対する解析としては，
死亡に関する先行研究は数多く存在する．従
って，死亡データ解析については，過去の先
行研究を踏襲しつつ，新たな視点での解析方
法の探索が必要である．一方で罹患データに
関しては，日本における先行研究は非常に少
ない．そこで，海外の先行研究の調査をしつ
つ，日本オリジナルの解析方法の探索が，罹
患に関する研究目的である． 
 申請書に記載した，具体的なテーマは「罹
患数推定方法」，「短期予測」，「生涯リスク」
の 3 つであった． 

最初の「罹患推定方法」における研究目的
は，先にも触れた，登録漏れが全国推計値に
与える影響（過小評価）をいかにして補正す
るか，という数理モデルの構築である． 

次の「短期予測」は，罹患に関しては 5 年，
死亡に関しては 1年の報告遅れが発生するが，
これを予測により補填する試みである． 

最後の「生涯リスク」については，がんの
リスクを分かりやすくとらえられる指標と
して提案されている，生涯リスク＝罹患また
は死亡する確率の推定をし，必要ならば年々
アップデートしていくことが研究目的であ
る． 
 
３．研究の方法 
 本研究で着目したデータは，主に，国レベ
ルのがん罹患と死亡に関するデータである．
これらは，国立がんセンターのホームページ
からダウンロード可能である．また都道府県
別のデータが必要な場合，所定の手続きを踏
み，地域がん登録データを入手し活用した． 
 まずは，全国罹患数推計値の過小評価に関

する解析を行った．死亡票で初めて把握され
るケース（DCN）の存在から，登録漏れの存
在可能性が存在するが，その定量的な把握に
用いる手法の探索を行った．まず，罹患・死
亡比（IM 比）を，DCN 割合で説明する回帰モ
デルを考察した．IM 比と DCN 割合が充たす非
線形関係式を用いて，DCN 割合が 0における
IM 比を推定し，全国死亡を乗じる手法の開発
を試みた． 
 次に，短期予測については，アメリカでの
先行研究を調査し，そこで用いられている複
数の手法について検討を行った．そして，そ
の中の 1つである，State space model （SSM）
を実際に日本のデータに適用し，その予測結
果について様々な考察を行った． 
 最後に，生涯リスクについては，アメリカ
で公表されているソフトウエア DEVCAN で用
いられている手法を用い，日本における生涯
がん罹患・死亡リスクを算出し，年々のアッ
プデートを行った．また，リスクの算出方法
に関する数理的な考察を行い，今後の改良可
能性について調査した． 
 
４．研究成果 
 登録の完全性に関する補正を行った，全国
罹患数推計方法に関する研究においては，IM
比を DCN割合で説明するという形の回帰モデ
ルに着目した．まずは，それらの関係式を直
接用いた非線形回帰モデルを構築し，地域の
人口の重みを付けた推定方法による評価を
行った．結果，20～30％程度の登録漏れの可
能性がある事を示唆する結果が得られた．次
に，このモデルに対する改良を加えた．具体
的には，全ての観測地が離散データであるこ
とから，離散データ解析手法として一般的な
ロジスティック回帰モデルへと議論を発展
させた．更には，IM 比－DCN 割合の関係式導
出における様々な仮定の中から，「登録群と
未登録群における，がん死亡割合の差は無視
できる」というものを取り外すために，この
要素を調整する未知パラメータを導入した
モデルを構築した．しかし，このパラメータ
が必要かどうかは未知であるので，それを自
動的に判断するために情報量規準の考え方
を導入した．結果的には，全がんにおいて，
新たに導入したパラメータは不必要であり，
過小評価度合いの推定結果には大きな変化
は見られなかったが，部位によっては，新パ
ラメータが必要なものも存在する事が分か
った． 
 次に，短期予測については，SSM を日本の
データに適用した．SSM の特徴は，近年の急
激な変化に対応する点にあり，短期予測にお
いて良く用いられる．この方法が米国で用い
られているには，近年に急な変動を持つ部位
が多数存在するという背景がある．日本のデ
ータに適用した結果，全がん他メジャーなが



んにおいては，安定した結果が得られたが，
逆に近年の変動に左右され過ぎる傾向も見
られ，部位によっては考えにくい予想結果が
得られたものもあった．現在，アメリカで用
いられているのは折れ線回帰法であり，その
時の状況に合わせて手法も柔軟に変化させ
ていく必要がある．この意味においても，日
本における短期予測をルーチンワークとし，
手法について妥当性を常にチェックし，改良
を加えていく事が必要であると考えられる． 
 生涯リスク解析については，結果の論文発
表の影響もあり，日本においてこの考え方が
定着してきたと考えられる．最新の結果とし
ては，2001 年データを用いた結果があり，生
涯罹患リスクは，男性で 49％，女性で 37％
であった．この数値は，年々微増傾向にある．
逆に死亡リスクについては，横ばいあるいは
微減に転じている．今後も，この指標の定着
のために定期的な報告を行っていく予定で
ある．そのために，汎用的なソフトウエアの
開発，あるいは利用者のニーズに応えられる
モデルの構築を行う必要がある．今回は，そ
の 1 つとして，高線量放射線被曝に関して，
生涯リスクの観点からの評価に関する学会
発表を行った．今後は，喫煙や食習慣など一
般的に馴染みのある要素を組み込み，詳細な
評価に耐え得るモデルの構築を行う必要が
ある． 
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